
つかえる社会　5年

米づくり
5年 組 名前

1まい目 きそ 1 2 3 4

1 米づくりの1年の仕事について答えましょう。

(1)　田植えの前にする仕事は どれですか。

ア　しろかき（田に水を入れ、土を平らにする） イ　いねかり ウ　もみすり

答え

(2)　秋にする仕事は どれですか。

ア　田植え イ　なえを育てる ウ　いねかり

答え

2 ①・②にあてはまることばを書きましょう。

寒さや病気に強い米、おいしい米を作るために、性質のちがう品種をかけ合わせて新しい品
せいしつ

種を作ることを ① といいます。また、小さく分かれていた田を、大きく形のそろった田に

つくり直すことを ② といいます。

① ②

3 米づくりと自然の関わりについて答えましょう。

(1)　米づくりがさかんな地いきは、夏の ① が高くなることと、雪どけ水などのゆたかな

② にめぐまれています。

① ②

(2)　米の収かく量がとくに多い県が集まっているのは、どこですか。
しゅう

ア　九州地方 イ　東北地方や北海道 ウ　四国地方

答え
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つかえる社会　5年

米づくり
5年 組 名前

1まい目 きそ 答え 1 2 3 4

1 米づくりの1年の仕事について答えましょう。

(1)　田植えの前にする仕事は どれですか。

イ　いねかり ウ　もみすり

答え ア

(2)　秋にする仕事は どれですか。

ア　田植え イ　なえを育てる

答え ウ

2 ①・②にあてはまることばを書きましょう。

寒さや病気に強い米、おいしい米を作るために、性質のちがう品種をかけ合わせて新しい品
せいしつ

種を作ることを ① といいます。また、小さく分かれていた田を、大きく形のそろった田に

つくり直すことを ② といいます。

① 品種改良 ② 耕地整理

3 米づくりと自然の関わりについて答えましょう。

(1)　米づくりがさかんな地いきは、夏の ① が高くなることと、雪どけ水などのゆたかな

② にめぐまれています。

① 気温 ② 水

(2)　米の収かく量がとくに多い県が集まっているのは、どこですか。
しゅう

ア　九州地方 ウ　四国地方

答え イ

考え方

大問1　春：しろかき→田植え、夏：水の管理、秋：いねかり、のじゅんに進みます。

大問2　品種改良は「よい品種どうしをかけ合わせて、もっとよい品種を作る」くふう、耕地整理は「田の形を整えて、

機械を使いやすくする」くふうです。

大問3　雪の多い地方は、春から夏に雪どけ水がゆたかに使えるので、米づくりがさかんです。
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ア　しろかき（田に水を入れ、土を平らにする）

ウ　いねかり

イ　東北地方や北海道


